
令和７年度 昭島市校長会 
 

Ⅰ 活動方針・重点事項等 
 

昭島市では、「昭島市教育振興基本計画（令和４〜８年度）」に基づき、学習指導要領の基本理念

を踏まえ、「確かな学力の定着」「豊かな心の醸成」「健やかな体の育成」「輝く未来に向かって」の

４つの柱を基軸として、教育活動を展開している。小学校長会１３名、中学校長会６名と密に連携

しながら小規模市の利点を生かし、情報共有や意見交換等風通しのよい運営を心掛けている。 

 

Ⅱ 活動・取組 

 

１ 校長会 
（１）定例校長会（教育委員会からの連絡、小中校長の情報交換など。） 

（２）小学校長会教育施策協議会（指導課からの連絡、会長会務報告、分科会報告、各種担当 

委員会報告、共通の課題についての協議、各校の情報交換など。） 

（３）研修部(今年度人権教育 人権教育発表会に向け研修をすすめる） 

（４）小学校教育研究会（国語・社会・算数・理科・生活総合・体育・音楽・図工・道徳・外 

国語・特別活動・保健・特別支援教育の１３の部会で教員の教科等専門性の向上を図る。） 

（５）学校経営研究会（講演会、主任・主幹教諭・管理職候補者の育成など。） 

①学校経営に関する講義、講演会の開催 

②論文指導、面接指導 

（６）その他の部会・委員会（５３の部会・委員会を１３人の校長で割り振り分担。） 

 

２ 研究活動   
市の施策や共通の取組を生かし、児童が健康的で幸福な生活を送るため

に有効な手立てを追究する。 
（１）研究主題  「昭島っ子」の well-being を育む学校教育  

        ー 『昭島ウェルネス構想』の構築を通して ー 

（２）研修内容・方法 

①昭島市ウェルネス構想における取組について、各校の取組と児童の

実態について共有 課題の共通理解 

②市共通の取組である GM60（グッドモーニング 60分）の取組の推進 

③市内小学校一斉の児童生活調査の実施と大学研究機関と連携した分析 

（QUテストや体力テスト等との関連）              

④講師を招いての研修 国際的な well-being に関する意義や研究動向についての学び  

             

 Ⅲ 特色・特徴等                     

 

１ 昭島市のシンボル「アキシマクジラ（学名：エスクリクティウス・アキシマエンシス）」 
昭和３６年８月に昭島市の多摩川河原で、全骨格のクジラの化石が発

見され、平成３０年１月にコククジラ属の新種であることが分かった。

このアキシマクジラを昭島市民はこよなく愛し、現在では市内の至ると

ころでクジラのデザインを見ることができる。８月には、「昭島市民くじ

ら祭」も開催される。（公式キャラクターはクジラのデザイン） 

 

２ 昭島市は市営水道を持つ都内唯一の市 

昭島市の地質は、関東ローム層に厚く覆われており、南側の砂れき層に 

は、豊富な地下水が含まれている。おいしさの秘密は、地下 70mより深い

層を流れる深層地下水をくみ上げているところにある。市内４か所に、地

下水が飲むことのできる「給水スポット」を設置している。         

 

昭島市公式キャラクター 

「アッキー＆アイラン」 

公式キャラクター「ちかっぱー」のついた給水スポット 


